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こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
事
業
部
長 

精
神
科
医
師　

荻お
ぎ

原は
ら　

朋と
も

美み

　

我
々
人
類
は
、こ
の
世
に
生
を
受
け
た
そ
の
日
か

ら
、毎
日
少
し
ず
つ
年
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。20
代

く
ら
い
ま
で
の
若
い
時
期
に
は
、日
々
の
積
み
重
ね

が
成
長
と
し
て
実
感
さ
れ
ま
す
が
、あ
る
一
定
の
年

齢
以
降
は
、そ
れ
が
衰
え
に
つ
な
が
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
と

呼
ば
れ
る
、一
時
的
な
情
報
の
蓄
え
と
整
理
・
取
捨

選
択
を
す
る
機
能
、長
期
的
な
記
憶
、情
報
処
理
を

す
る
速
度
な
ど
は
、20
代
を
過
ぎ
る
と
ど
ん
ど
ん
低

下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、言
語

的
な
知
識
は
加
齢
に
よ
っ
て
低
下
す
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
年
々
上
昇
す
る
こ
と
や
、た
く
さ
ん
の
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
結
晶
性
知
能
は
、生
涯
衰
え
な
い

こ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ひ
と
昔
前
ま
で
は
、身

近
な
お
年
寄
り
の
方
々
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

情
報
や
、長
老
た
ち
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
し

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
重
ん
じ
ら
れ
、活
用
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
す
。

　

加
齢
は
認
知
症
の
最
大
の
危
険
因
子
で
は
あ
り

ま
す
が
、加
齢
に
伴
い
全
員
が
認
知
症
に
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
は
、世
界
保
健
機
構（W

orld 

H
ealth O

rganization: W
H

O

）が
2
0
1
9
年

に
発
表
し
た「
認
知
機
能
低
下
お
よ
び
認
知
症
の
リ

ス
ク
低
減
」の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、12
の
項
目
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

1.�身体活動は認知機能正常の
成人に対して認知機能低下
のリスクを低減するために
推奨される

　
　�澤田亨.標準的な運動プログラム「e

ヘルスネット」

　�https://www.e-healthnet.mhlw.
go.jp/information/exercise/s-01-
004.html　厚生労働省（2022）
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特 集
  

脳
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

発熱・かぜ症状のある方は、まずはお電話を！ 0261-62-3166

2.�禁煙介入は、他の健康上の利
点に加えて、認知機能低下と
認知症のリスクを低減する
可能性があるため、喫煙して
いる成人に対して行われる
べきである

推奨
レベル
強

推奨
レベル
強
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W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン『
認
知
機
能
低
下
お
よ
び
認
知
症
の

リ
ス
ク
低
減
』邦
訳
検
討
委
員
会　
「
認
知
機
能
低
下
お
よ
び

認
知
症
の
リ
ス
ク
低
減　

W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」https://

ninchishoyobo.com
/lifestyle/preventive-m

easures/
w

ho-risk-reduction/　

よ
り
一
部
変
更

　

W
H
O
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
と
聞
く
と
、仰
々

し
い
印
象
を
お
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
、認
知
機
能
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る「
心
身
と
も
健
康
な
生
活
」を
送
る
こ
と

な
の
で
す
。テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
広
告
に
踊
ら
さ
れ
て
、

高
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
買
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
と
も
少
し
で
も
若
い
う
ち
か
ら
、こ
の
よ
う
な

健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

3.�WHOの健康食に関する症例に準拠して、健康なバラン
スのとれた食事は全ての成人に対して推奨される

 ·�1日当たり最低400gの果物と野菜（でんぷん質の根菜は含ま
れない）

 ·�1日当たりのエネルギー量のうち、遊離糖類（著者注：単糖類（ブ
ドウ糖・果糖等）及び二糖類（しょ糖・食卓砂糖等）のことで、人
が食品・飲料に添加する糖類のほか、蜂蜜・
シロップ・果汁・濃縮果汁中に天然に存在
しているもの）からのエネルギーは10％未
満、脂肪からのエネルギーは30％未満であ
ること

 ·�食塩は5g未満であること

不織布マスクでの来院をお願いします

？？

7.�糖尿病のある成人に対して、内
服やライフスタイルの是正、ま
たは両者による糖尿病の管理は現行
のWHOのガイドラインの基準に従っ
て行われるべきである

5.�社会活動と認知機能低下
や認知症のリスク低減と
の関連については十分な
エビデンス（著者注：証拠
という意味です）はない。
ただ、社会参加と社会的な
支援は健康と幸福とに強
く結びついており、社会的
な関りに組み込まれるこ
とは一生を通じて支援さ
れるべきである

6.�高血圧の管理は、現行
のWHOガイドライン
の基準に従って高血圧のある
成人に対して行われるべきで
ある

4.�ビタミンB・E、
多価不飽和脂
肪酸、複合サプリメン
トは、認知機能低下や
認知症のリスクを低
減するためには推奨
されない

推奨
レベル
強

推奨
レベル
なし

推奨
レベル
強

推奨
レベル
強

推奨
レベル
強
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50
～
60
歳
代
の
女
性
を
中
心
に
、
手
の
こ
わ
ば
り

が
強
く
な
っ
た
、
指
の
ふ
し
ぶ
し
が
き
し
む
、
腫
れ

て
き
た
、
変
形
し
て
き
た
、
手
が
し
び
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
等
の
症
状
が
で
て
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
の
更
年
期
に
多
い
こ
れ
ら
の
疾
患
の
原
因

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
関
係
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
年
期
に
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
量
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
節
内
や

腱
の
周
り
に
あ
る
滑か
つ

膜ま
く

と
い
う
組
織
が
腫
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
手
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
更
年
期
だ
け
で
な
く
、
出
産

授
乳
期
、
一
部
の
乳
が
ん
治
療
で
も
低
下
し
ま
す
。

　

滑
膜
の
炎
症
、
腫
れ
に
よ
り
図
に
示
す
よ
う
な
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
「
年
齢
の
せ
い
」
「
使
い

過
ぎ
」
と
い
わ
れ
諦
め
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
代
謝
物
で
あ
る
、

「
エ
ク
オ
ー
ル
」
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
様
作
用
を
す
る
こ
と
で
、
ほ
て
り
な
ど
の
一

般
的
な
更
年
期
症
状
だ
け
で
な
く
こ
れ
ら
の
更
年
期

の
女
性
に
多
い
、
手
の
疾
患
に
対
し
て
予
防
効
果
が

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
み
で
は

対
応
で
き
な
い
進
ん
だ
病
態
に
対
し
て
、
当
科
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
手
術
が
必
要
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ま
ず
は
薬
物
療
法
・
装
具
療
法
・
テ
ー
ピ
ン
グ
・
注

射
療
法
な
ど
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

図
の
よ
う
な
症
状
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
度
整
形

外
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第1回

整
形
外
科
シ
リ
ー
ズ

整
形
外
科
部
長　

中な
か

村む
ら　

恒こ
う

一い
ち

お
問
い
合
わ
せ

整
形
外
科
外
来

☎

︎
0
2
6
1

ｰ

6
2

ｰ

3
1
6
6（
14
時
～
17
時
）

女
性
に
多
い
手
の
疾
患

今
月
か
ら
、整
形
外
科
の
最
新
の
治
療
法
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

手のこわばり、ひっかかり

指の変形、水ぶくれ

女性ホルモン
（エストロゲン）

の低下

水ぶくれ

第1関節の変形

第2関節の変形

・ヘバーデン結節
・ブシャール結節

指が曲がったまま
のびない
この部分の痛み

・ばね指
・腱鞘炎

手のしびれ、筋肉のやせ

やせる

朝方の
しびれ

手根管症候群

親指の付け根の痛み

ペットボトルを
開けるときの痛み

付け根のでっぱり

母指CM関節症

腱の周りの滑膜の腫れ
関節内の滑膜の炎症

NEW

発熱・かぜ症状のある方は、まずはお電話を！ 0261-62-3166



循
環
器
内
科
部
長　

東ひ
が
し

方か
た　

壮た
け

男お

心
臓
は
胸
の
真
ん
中
や
や
左
寄
り
に
あ
り
、握
り
こ

ぶ
し
く
ら
い
の
大
き
さ
で
す
。

心
臓
は
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
血

液
を
全
身
に
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。
心
筋（
心
臓
の
筋
肉
）

が
収
縮
す
る
と
心
臓
か
ら
血
液
が
送
り
出
さ
れ
、拡
張

す
る
と
心
臓
に
次
に
送
り
出
す
血
液
が
溜
ま
り
ま
す
。

心
筋
の
収
縮
と
拡
張
は
、電
気
信
号
に
よ
っ
て
一
定
の

リ
ズ
ム
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
を
全
身
に
行

き
渡
ら
せ
る
の
が
動
脈
と
い
う
血
管
、全
身
か
ら
心
臓

ま
で
戻
す
の
が
静
脈
と
い
う
血
管
で
す
。

心
臓
と
血
管
の
働
き
に
よ
っ
て
全
身
に
酸
素
や
栄
養

が
行
き
渡
り
、生
命
や
機
能
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、血
液
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
か
ら
循
環
器
と
称
さ
れ

ま
す
。

●
循
環
器
疾
患
と
は

心
臓
病
と
は
心
臓
の
構
造
や
機
能（
働
き
）の
異
常
に

よ
り
生
じ
る
病
気
の
総
称
で
、心
不
全
、虚き
ょ

血け
つ

性せ
い

心し
ん

疾し
っ

患か
ん（
狭
心
症
や
心し
ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

）、心
臓
弁べ
ん

膜ま
く

症し
ょ
う

、心
筋
症
、不

整
脈
、先
天
性
心
疾
患
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、血
管

病
と
し
て
は
、大
動
脈
疾
患
、末
梢
動
脈
疾
患
、肺
血
管

疾
患
、静
脈
瘤
り
ゅ
うな
ど
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
病
気
が
あ
り
、そ
の
中
に
は
発
生
し
た
途
端

に
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
し
、日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
病
気
や
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
に
進
行
し
て
い
く
病
気
も
あ
り
ま
す
。
緊

急
か
つ
重
症
な
の
は
血
管
が
急
に
閉
塞
す
る
急
性
心
筋

梗
塞
、血
管
が
裂
け
た
り
破
れ
た
り
す
る
大
動
脈
瘤
解

離
・
破
裂
で
す
。

●
症
状

同
じ
病
気
で
も
自
覚
症
状
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
典
型
的
な
循
環
器
疾
患
の
症
状
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

•�

胸
が
痛
く
な
っ
た
り
締
め
付
け
ら
れ
る

•�

動
く
と
呼
吸
が
苦
し
い
、呼
吸
が
苦
し
く
て
眠
れ

な
い

•�

ド
キ
ド
キ
、バ
ク
バ
ク
す
る

•�

む
く
ん
だ
、体
重
が
増
え
た

•�

足
が
冷
え
る
、歩
く
と
足
が
痛
く
な
る

こ
れ
ら
の
よ
う
な
典
型
的
な
症
状
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
ら
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
か
ら
は
、循
環
器
疾
患
の
原
因
や
症
状
、検
査

方
法
や
治
療
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

循
環
器
内
科
外
来

☎

︎
0
2
6
1

ｰ

6
2

ｰ

3
1
6
6（
14
時
～
17
時
）

心
臓
・
血
管
の
役
割
と
働
き 循

環
器
内
科
シ
リ
ー
ズ
第1回
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不織布マスクでの来院をお願いします

今
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た
っ
て
心
臓
や
血
管
の
病
気（
循
環
器
疾
患
と
い
い
ま
す
）に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
と
た
め
に
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
く
予
定
で
す
。

上大静脈

下大静脈

右心房

左心房

右心室

左心室

大動脈 肺動脈

肺動脈弁 大動脈弁

肺静脈

三尖弁

僧帽弁

NEW



2007年国連総会において、毎年4月2日
を「世界自閉症啓発デー」とすることが決議
されました。また、日本では、4月2日～4月
8日は、「発達障害啓発週間」とし、認知や理
解を深める活動を行っています。
自閉症について知ってもらい、過ごしや
すい社会にすることが目的で、全世界の人々
に自閉症についての理解を広めることで、

自閉症と診断された子どもやその家族が過ごしやすい社会を作ること
が目的です。

ブルーライトアップイベントの青は癒しや希望などを表しています。
自閉症の子どもがリラックスしてイベントに参加でき、自分に自信をも
つことができるように願いがこめられているのです。

長野県内のブルーライトアップや展示の取り組み箇所
善光寺（長野市）・高島城（諏訪市）・茅野市民会館・伊那中央
病院　他

①�ヨーグルトを水切りする
　�写真のように、ヨーグルトの容器にキッチンペーパーをかぶせ輪ゴムでとめる。倒れないような器
にさかさまにして置き、冷蔵庫に一晩入れておく。（約２００ｇの乳清と呼ばれる水分が器にたまる。
乳清はたんぱく質が多く含まれる水分なので、みそ汁等に入れて活用すると味にコクが出る。）
②�イチゴソースを作る
　⑴イチゴは半割か1/4にカットして大きさを揃え、耐熱性で大き目のボールに入れる。
　⑵⑴にてんさい糖を入れて軽くまぜ、ラップ等せずに、６００Wの電子レンジで2分加熱する。
　⑶加熱後ボールの上下を返すようにして軽く混ぜ、もう一度同じように加熱する。
　⑷水分が多いようならば⑶の加熱をくりかえして好みの濃度に仕上げる。
③�盛り付け
　�水切りしたヨーグルトをよく混ぜ、なめらかにして器に盛る。冷ましたイチゴソースをかけて完成。

作り方

栄養素量（１人分）
エネルギー…………………160Kcal
たんぱく質……………………… 4.3g
塩分…………………………………… 0g

●栄養科
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電子レンジで簡単に作れるイチゴソース。ジャム程甘くなく、サイズの不揃いなイチゴでも全く問題あり
ません。イチゴのフレッシュな香りも残り、水切りした濃厚ヨーグルトによく合います。ソースは糖度が低い
ので作ったら食べきるようにして下さい。

プレーンヨーグルト…400g

（上白糖やグラニュー糖を使うとすっきりとした甘さに。ダイエット甘味料に置き換えれ
ば大幅カロリーカット！）

材料（4人分）

濃厚ヨーグルトとイチゴソース

発熱・かぜ症状のある方は、まずはお電話を！ 0261-62-3166

理学療法士　北
きた

村
むら

　悠
ゆう

太
た

入職して１年が経ちました。去年に比べて担当する患者さんの人数も増えて
きました。まだ治療で上手くいかないこともたくさんありますが、先輩方にサポー
トについていただき、アドバイスをもらいながら日々の業務に励んでいます。
僕の休日の過ごし方は、キャンプやクライミングに行き身体を動かすこと

です。適度に身体を動かすことでストレス解消にもなりますし、精神的にもリフレッシュ
できるので、次の日からまた仕事を頑張ろうという気持ちになります。しかし、クライ
ミングは怪我などもしやすいスポーツだと思うので、仕事に支障をきたさないように気
を付けながらやっています。今はコロナ禍ということでなかなか行けていませんが、感
染が落ち着いてきたら同期とも遊びに行きたいと計画しています。

休日の過ごし方

▲�いつも行くエッジアンド
ソファークライミング場

ひ
と
り
ご
と

イチゴ…………………………300g てんさい糖…………………75g

4月2日
世界自閉症
啓発デー

今日は
何の日



①	�医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、平
等で親切、安全な医療・福祉サービスを提供
します。
②	救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。
③	地域の皆さまのこころの健康を支える、やさし
い医療につとめます。
④	�日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと信
頼される医療人の育成につとめます。

⑤	�保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築
きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

〈基本方針〉

お 知 ら せ
休日緊急当番医

・1/2（水）14（月・祝）

本院（大北南部地区）
・4/10（日）

・4/29（金・祝）
白馬診療所（大北北部地区）

（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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日

8

15

22

月

9

16

火

10

17

24

水

11

18

25

木

12

19

26

金

654321

20

27

土

7

14

21

2823

29

13

3130

May

4

11

5

12

19

6

13

20

7

14

21

1

15

22

日 月 火 水 木 金 土

29

4月2022 April

18

3

10

17

24

8

2

9

16

23

302625 27 28

　少しずつ暖かくなり、いよいよ春に近づいてきましたね。
春は天候の変化がめまぐるしいので、体調に気をつけてお
過ごしください。� （H.S）
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不織布マスクでの来院をお願いします

【がん患者サロン・糖尿病教室】 各教室は、現在開催が中止になっております。
再開は、当院ホームページまたは院内掲示板にてご案内させていただきます。

 求人情報 � ☎︎0261-62-3166   　　詳しくは→

応募を希望される方は、当院ホームページから募集要項をご覧
ください。

【令和4年度採用】
●薬剤師　●看護師・保健師
●言語聴覚士　●看護補助者　
●薬剤師補助者
●食器洗浄業務（パート・アルバイト）

【勤務地】　
●北アルプス医療センターあづみ病院

窓口負担額が変わります
診療報酬改定のため2022年4月1日から

患者さんの窓口負担額が変更となる場合があります。

北アルプス医療センターあづみ病院
北アルプス医療センター白馬診療所

北アルプス医療センターあるぷすメンタルクリニック

ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。



　 月 火 水 木 金 第 1土 第 3土

内
　
　
　
　
科

内科 美谷島杏子(初診)

循環器内科
麻生真一（初診）
富田　威
東方壮男
百瀬智康

東方壮男（初診）
富田　威

桑原宏一郎（予約制）

百瀬智康（初診）
富田　威（6.20 日）
東方壮男
麻生真一

春原大輔
（予約制）

東方壮男（初診）
富田　威
百瀬智康
麻生真一

百瀬智康
（初診）
東方壮男

麻生真一
（初診）
東方壮男

消化器内科 中村麗那（初診）
天野仁至 村木　崇 天野仁至（初診）

中村麗那 村木　崇（初診） 天野仁至
（初診）

中村麗那
（初診）

呼吸器内科 池川香代子 岡田光代 岡田光代（初診）
花岡正幸（予約制10：30〜）

岡田光代
池川香代子

松原美佳子
（予約制）

岡田光代
（初診） 岡田光代

脳神経内科 林田研介 藤原舜也（初診）
林田研介 林田研介 藤原舜也 林田研介

藤原舜也
林田研介
（初診）

藤原舜也
（初診）
林田研介

血液内科 仲村彩子（予約制・午後） 仲村彩子（初診）
武岡康信

武岡康信（初診）
松澤周治（予約制・午後）武岡康信（予約制・午後）

武岡康信
（初診）

総合内科 林田研介

専門診療
（予約制）

田中榮司（11.18.25日）
（肝臓）

戸塚諭志
（糖尿病 13：30～）

高松良太
（リウマチ・膠原病）

上條祐司
（腎臓内科）

岸田　大
（リウマチ・
膠原病）

高松良太
（リウマチ・
膠原病）

循環器病センター
（予約制・午後） 　   心不全外来（7.21 日）+　　看護　　デバイス外来 　　　　  専門外来

精
神
科

精神科
（予約制）

中村伸治
春原隆史

樋端佑樹（25日）

荻原朋美
春原隆史
古屋昌宏

中村伸治
小野昌大

鬼頭　恆（午前）

荻原朋美
中村伸治
春原隆史
村田志保

荻原朋美
中村伸治

中村伸治
春原隆史
白石　健

初診（午前）／認知症診療
（予約制） 輪　　番 輪　　番 輪　　番 輪　　番

小
児
科

午　前 小口弘子
保刈　健（10：30〜） 保刈　健 小口弘子 保刈　健

小口弘子（予約制10：30〜）
小口弘子 又は 
保刈　健 信　　大

午　後
（予約制）

小口弘子
（慢性疾患） 予防接種・乳児検診 予防接種

小口弘子（慢性疾患16：00～）
保刈　健

（慢性疾患）

外  

科

一般外科 江原毅人 本山博章 木村　大 本山博章 江原毅人 木村　大
呼吸器外科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形成外科

（受付15：00まで） 常川主裕（13：00〜）

専
門
診
療

乳腺外来
（予約制）

前野一真（13.27日）  
大場崇旦（6.20日）

甲状腺外来
（予約制）

伊藤研一（1.15日）
金井敏晴（8.22日）

心臓血管外科外来
（受付 15:00 まで）

信　　大
（14：00～）

ストーマ外来（予約制）※看護専門外来

整
形
外
科

初診
（受付10：30まで） 中村恒一（手・肘）

（9：30〜）
中井亜美

中村恒一（手・肘）
太田浩史（下肢 輪番）狩野修治

輪　　番
狩野修治（下肢）

向山啓二郎（脊椎）
政田啓輔（9：30〜）

太田浩史（下肢）
信　　大

信　　大

村上成道
（スポーツ障害・予約制）

再診
（予約制）

向山啓二郎
中井亜美

髙橋　淳（19 日）

向山啓二郎
太田浩史
政田啓輔

中村恒一 狩野修治

肩関節治療センター
（受付10：30まで）

日野雅仁（初診）
石垣範雄（予約制）
畑　幸彦（予約制）

手術日 手術日
石垣範雄（初診）
畑　幸彦（予約制）
日野雅仁（再診）

畑　幸彦
（予約制）

皮膚科
（受付10：00まで） 芦田敦子 小口美抄枝 勝家志歩

泌尿器科
平林直樹

（再診の予約のみ） 増山玄天（6.20 日）
井上貴浩（7.14.21日）
石塚　修（28 日）

（初診受付10:30まで）
平林直樹

（再診の予約のみ）
ストーマ外来（予約制）※看護専門外来

女性骨盤底医学センター
（予約制） 西澤　理（13.27日）

産婦人科（予約制） 横川裕亮 品川真奈花

眼科 太田いづみ
（初診受付10:00まで）

増尾史織
（初診受付10:00まで）

（9：15～）
太田いづみ

（初診受付10:00まで）

太田いづみ
増尾史織

（初診受付9:30まで）
（再診受付10：00まで）

増尾史織
（初診受付 9:30まで）
（9：15～）

耳鼻咽喉科
（平日受付16:00まで）

信　　大
（14：00〜）

 信　　大
（14：00〜） 信　　大

放射線科 小松大祐（午後）

麻酔科
（予約制）

小林浩一
（ペインクリニック）

小林浩一（輪番）田中成明　　　　
（手術前診察）

小林浩一
（ペインクリニック）

新倉明和
（手術前診察）

小林浩一
（ペインクリニック）

リハビリテーション科
（予約制） 日野雅仁 畑　幸彦 石垣範雄 石垣範雄 石垣範雄 石垣範雄

歯科口腔外科 西牧史洋
松澤紀莉子

手術日
（急患対応は要相談）

西牧史洋
松澤紀莉子

西牧史洋
松澤紀莉子

西牧史洋
松澤紀莉子 西牧史洋 松澤紀莉子

緩和医療外来
（予約制）

花岡孝臣（12日）
武岡康信（19 日）
間宮敬子（26日）

在宅支援科（予約制） 仲村彩子
（13：00∼）

池川香代子
(13：00～ 14:00)

白馬診療所� 問い合わせ　TEL :0261-75-4123　FAX:0261-75-4182
内科
人工透析

リハビリテーション科
下里修一

富田　威（午後）
下里修一
木村知子

下里修一
木村知子

整形外科（27日）
下里修一 下里修一

木村知子
下里修一
木村知子

あるぷすメンタルクリニック� 問い合わせ　TEL :0263-39-6868
精神科

（予約制） 小笠原紘輔 中村伸治（5.19 日）
12.26日 休診 小笠原紘輔 小笠原紘輔 小笠原紘輔 小笠原紘輔

2022年 4月 1日現在
予告なく変更されることがありますので、ホームページの休診案内をご確認下さい。

受付時間：平日 7:30 〜 11:30
　 　　　  第1・3土曜 7:30 〜 11:00
問い合わせ：0261 - 62 - 3166 ※診療科により受付時間が異なります。※�青字は、信大医師又は非常勤医師が診察します。

診療科目 曜日

（○日）は、今月の診療日を表しています。
4 月

2022年
4月号 vol.422
毎月1日発行 事業所長 畑幸彦

JA長野厚生連北アルプス医療センター あづみ病院


